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問い

仮説

地方圏の人々の東京への移住に対する意識と地方に
住み続けることへの意識は変化するのか。

感染症の流行以前は東京のような大都会に憧れを
持っていた地方の大学生の意識が感染症の流行により

変化したのではないか？
地方の捉え方が変化し、地方中核都市の

「ちょうどよさ」が評価されるようになったのではないか？



2021/4/21



調査概要

調査対象 : 地方圏の大学に在籍している大学生
(大学3年生・修士1年生)

実施時期 : 2021年3月4日～3月12日
調査手法 : WEBアンケート

(株式会社クロス・マーケティングに依頼)

対象者数 : 450サンプルを目標に回答を収集し、
調査会社によるデータクリーニングを
経て、404人からの回答を得た。



回答者の属性
性別 : 男性111人(27％),女性293人(73％)

学年 : 学部3年生379人(94％),修士1年生25人(6％)

出身地 現居住地



就職希望地（コロナ以前・第一希望）・
都道府県別集計

コロナ禍前後での就職希望地の変化

(n=322)



新型コロナ流行以前、就職希望地を選ぶときに重視していた条件
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コロナ流行以前以後に就職希望地を都市規模的に
大きい場所へ変化させた人が重要視する項目別変移
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・中核市とそれ以外の都市の評価
が下がった点でコロナ感染者の増
加を理由にしている回答が見られ
た。
⇒都市規模が小さいほうが感染拡
大に敏感な人が多いのではないか。

・中核市・それ以外の都市ではコ
ロナの感染リスクに関して高評価
の回答が多く見られた。

・地方中核都市で利便性の面から
の高評価の回答が多く見られた。

・アルバイトへの影響によって評
価が下がったという回答もあった。



外出頻度の変化にはコロナウイルスが大きく関係していることが分かった。しかし
このような行動意識が就業地の変化に直結するとは言えない結果となった。
また、自宅周辺で過ごすことが多くなったことにより、居住地の利便性を評価する
機会になっていることが読み取れた。

外出頻度の変化にはコロナウイルスが大きく関係していることが分
かった。しかしこのような行動意識が就業地の変化に直結するとは言
えない結果となった。



考察・今後の課題

アフターコロナ社会において現在の時点では東京一極是正に寄与す
るほどの変化は見られなかった。しかし、リモートワークの普及に
よる働き方への意識変化など学生に対して様々な選択肢を提供する
ことにはなった。

それぞれの特性を生かした都市づくりとは何かを新たに見つめなお
し、様々なニーズに応えうる多様性を地方圏に生み出すことが今後
も重要である。

アンケートでは進学希望者にもアンケートを取ったが、十分な分析
が行えなかった。より多角的な分析については今後の課題となった。


